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2026〜2927 年度 各主題とスローガン 

役職名 
名前 

（国名・クラブ名） 
主題 

スローガン 
クラブ会⻑（CP） 

Club President 
  

六甲部部⻑（DG） 
District Governor 

杉本 隆⼈ 
（神⼾学園都市） 

和を以て貴しとなす 

To be true to oneself through harmony 

⻄⽇本区理事（RD） 
Regional Director 

岡村 遍導 
（滋賀蒲⽣野） 

変わりつづけようワイズメン！私たちがみてみたい⻄⽇本区に！ 

Letʼs keep changing, Yʼs Men! To become the JWR we want to see 

地域社会のリーダーとなり躍動しましょう 

Be a community leader and make a difference! 

アジア太平洋地域会⻑(AP) 
ASP Area President 

Rachan Maneekarn 
ラチャン マネカーン 
（タイ・チェンマイ） 

Awakening the Asia Pacific with Blue Music 

アジア太平洋地域をブルーミュージックで⽬覚めさせる 

Empowering communities, Inspiring Generations 

地域社会を⼒づけ、世代を⿎舞する 

国際会⻑（IP） 
International President 

Johan Vilhelm Eltvik 
ヨハン ヴィルヘルム エルトヴィク 
（ノルウェー・ 

Walking the Sleep Giant with Blue Music 

ブルーミュージックで眠れる巨⼈を⽬覚めさせる 

“YMI-Empowering Life 

YMI-⼈⽣を⼒づける 
 

いざ⽴て 
１．いざ⽴て ⼼あつくし 
  ⼿を挙げ 誓いあらたに 
  われらの モットー守る 
  ふさわし その名ワイズメン 
  絶せず めあて望み 
  この⾝を 捧げ尽くさん 
２．歌えば ⼼ひとつに 
  ともがき ひろがりゆきて 
  遠きも 近きもみな 
  捧げて ⽴つやワイズメン 
  栄えと 誉れ豊か 
  まことは 胸にあふれん 
 
 
 
 

YMCA の歌 

１．若⼈のあつきいのりは 百年の歴史をつづる 

とこしえののぞみにもえて さかえあり YMCA 

われらまた こぞりて起たん 

２．開拓のみむねかしこみ 福⾳のみ旗は進む 

地のはての国々までも ひかりあり YMCA 

われらまた 勇みて⾏かん 

３．⺠族のへだてとりさり ⼿をつなぎ⼀つとなりぬ 

もろともに⼼合わせて みのりあり YMCA 

われらまた誓いて 勝たん 
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第 1 回評議会次第 
司会 ⼤野 勉 

１．開会 
・開会宣⾔・開会点鐘   六甲部部⻑  杉本隆⼈ 
・ワイズソング⻫唱    ⼀同     P.2 
・祈祷     六甲部会計  ⼭根 泉 
・来賓挨拶     神⼾ YMCA 総主事 ⼩澤昌甲 様 
・定⾜数の確認    六甲部書記  ⼤野 勉 P.1 

２．評議会 
⑴ 2025-2026年度 部⻑、会計、監査報告 

・部⻑報告    直前部⻑ 柳 敏晴(紙⾯報告) P.4-5 
   ・2026-2027年度 六甲部役員名簿       P.5 

・会計報告・監査報告 直前会計 加茂周治代理岡⼭泰典、 直前監事 井出 浩 P.６ 
⑵ 2026-2027年度 部⻑⽅針・活動計画と会計予算 

・六甲部部⻑⽅針・活動計画  六甲部部⻑  杉本隆⼈ P.7 
・六甲部会計予算案   六甲部会計  ⼭根 泉 P.8 
・2026-2027年度 六甲部・神⼾ YMCA ⾏事予定     P.9 

⑶ 2026-2027年度 各事業主査活動⽅針・計画案 
・YMCAサービス・ユース事業主査     濵瀬真知⼦ P.10 
・地域奉仕・環境事業主査      幸⽥兵衛 P.11 
・EMC事業主査       多胡葉⼦ P.12 
・国際・交流事業主査      ⼭根 泉 P.13 
・広報委員会       ⼩野勅紘 P.14 

⑷ ――休憩 10分 ―― 
⑸ 2026-2027年度 各クラブ会⻑活動⽅針・計画案 

・神⼾クラブ       美崎 晋 P.15 
・⻄宮クラブ       万本敬⼀ P.16 
・神⼾⻄クラブ       岡⼭泰典 P.17 
・神⼾ポートクラブ      ⽥代雅彦 P.18 
・宝塚クラブ       福⽥宏⼦ P.19 
・神⼾学園都市クラブ      柴⽥昌⼀ P.20 
・芦屋クラブ       福原吉孝 P.21 

⑹ 議案審議    議⻑ 六甲部部⻑   杉本隆⼈  
第 1号議案・第 1号協議案        P.22-23 

   第 2号議案 ・第 3号議案        P.24 
   第 4号議案 (メネット事業廃⽌の件)       P.25 
⑺   補⾜資料（部則および内規）       P.26-28 

３．閉会 
・アピールタイム 
・YMCA の歌⻫唱    ⼀同     P.2 
・閉会挨拶・閉会点鐘   六甲部部⻑  杉本隆⼈ 
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六甲部 直前部⻑ 柳敏晴（神⼾⻄クラブ） 
ワイズメンズクラブは、YMCA と共に歩む国際奉仕クラブです。 
誕⽣は 1922 年⽶国オハイオ州トレド YMCA で、ポール・アレキサンダー⽒により創設され、以来世界
各国で数々の奉仕活動を展開しています。 
現況は、世界 76か国に 1431クラブ、2万 2千⼈余の会員がいて、⽇本には東⻄⼆つの区があります。
⽇本区最初のクラブは⼤阪クラブで、1928年 11 ⽉ 10⽇に⽣まれ、この⽇がワイズ・デイになってい
ます。再来年 100 周年を迎えます。六甲部は現在 7クラブ 120 余名の会員です。神⼾クラブは、⽇本区
2番⽬のクラブで、1930年 2⽉ 17⽇に、⼤阪クラブを親、スポンサークラブとして誕⽣しました。3
番⽬横浜クラブが 1930年 12⽉ 15⽇、4 番⽬東京クラブが 1931年 2⽉ 6⽇で、スポンサークラブは全
て⼤阪クラブです。 
六甲部各クラブの誕⽣⽇を⾒て何か気づかれませんか？ 
そうなんです！神⼾ YMCA各ブランチの誕⽣の後にそのブランチを⽀えるようにクラブが誕⽣してい
るのです。YMCA と共に歩む国際クラブが解っていただけると思います。ところが今は？活動拠点がな
いクラブは、地域で活動を続けています。 
世界⼤会、アジア太平洋⼤会、東⻄⽇本区⼤会、六甲部評議会・部会が開催されています。昨年度第 28
回⼤会は神⼾で、鵜丹⾕理事を六甲部が⽀えて実施しました。評議会終了後の懇親会では、オークショ
ンを実施し 9 万円が集まり、ワンキャンプとラオスに YMCA をに募⾦できました。 
六甲部会では「蘇った神⼾で Yʼs のウエルビーイングを！」の主題で実施し、東⽇本区からの参加もあ
り、Yʼs の広がりと活動の意義を確認できました。 
Yサ・ユース事業、地域奉仕・環境事業、EMC事業、国際・交流事業の各事業は、其々着実な活動を
続けています。 
チャリティランでは、⾃動計測装置の導⼊、屋台の復活と、次年度へさらなる展開の可能性を持つこと
ができました。 
YMCA 国際協⼒募⾦活動へも、毎年協⼒し、神⼾⼤丸前での街頭募⾦には、多数のワイズメンが寒さに
めげず活動しています。 
さて、YMCA の「C」は？そうですクリスチャンですね！宝塚では、第 21 回の市⺠クリスマスを地域
の⼈達と共に祝い、クリスマスの意義を考えています。 
YYYフォーラムで、他団体も含め 65名の参加者が、若者の居場所の意味を共に考えられました。次世
代への繋がりを、さらに深めることができたと考えています。 
「きらりと輝くアート展」を原⽥の森美術館で開催できたことは、障碍を持つ⼈々が社会への繋がりを
持てるようにとした意図が、広がる喜びを覚えました。 
能登被災地⽀援チャリティコンサートは六甲部も全⾯的に⽀援をしています。今年度は、輪島⾼校と⻑
⽥⾼校の交流も⾏われ、⽯巻広域クラブも参加され、ユース事業の広がりの可能性をみることができま
した。 
宝塚クラブの国際協⼒フェスタ参加、神⼾⻄クラブの公開特別例会、芦屋クラブのさくら祭り参加、そ
して、YMCAサービス事業がメネット委員会と協⼒し神⼾ YMCA幼稚園・保育園・関係施設への絵本
贈呈プログラム等も其々重要なプログラムです。 
部⻑主題にウエルビーイングを挙げましたが、ウエルネスも Yʼs が昔から進めている運動です。Yʼsウ
エルネスを想い出してください。4年前第 20 回世界 YMCA ⼤会に、参加しました。Yʼs100 周年の記念
⼤会でもありました。会⻑は、カナダの会⻑からレバノンの会⻑に引き継がれました。 
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7 ⽉ 5⽇のエクスカーションで、サプライズを感じました。レゴハウスに⾏ったのですが、ランチはギ
ブ Yʼs のサービスで、宝塚クラブの IBC(International Brother Club)でした。改めて、Yʼs の国際性を実
感しました。 
最後のスライドは、10年前シアトル YMCA を訪問した時のものです。彼⼥は当時シアトル YMCA の
副総主事で、昔私がホームステイしたお家の娘さんです。今年の 10 ⽉に皆さんと訪問できたらと願っ
ています。 
六甲部七クラブ会員 120 余名は、神⼾ YMCA と共に、地域の、⽇本の、世界のウエルビーイングを⽬
指す、歩みを続けられています。 
『、、、みなのものが⼀つとなって、ワイズダムの“きづな”をより堅く結び、ともども YMCA運動へ仕
えることを願うものです。』 
 
 

＜2026-2027 年度 六甲部役員名簿＞ 
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2025-2026 年度会計決算書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

未承認 

後日精査の上提案 
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  部⻑⽅針・活動計画 

                   六甲部部⻑ 杉本隆⼈（神⼾学園都市） 
１．部⻑主題 

「和を以て貴しとなす」 
To be true to oneself through harmony 

２．活動⽅針 

① YMCA と共に協働しよう。 
② 地域奉仕の活動を広げよう。 
③ 会員増強を促進しよう。 

３．活動計画 
  ①YMCA サービス・ユース事業 
    〇YYY フォーラム開催での連携・協働事業の推奨 
    〇YMCA ユースとの交流 
    〇リーダー育成の⽀援と活性化を促進 
  ②地域奉仕・環境事業         清掃活動をしたい。 
    〇YMCA 各ブランチ地域での清掃活動 
    〇学習⽀援事業でのサポート 
  ③EMC 事業 
    〇EMC シンポジウムの開催およびメンバー増強 
  ④国際・交流事業 
    〇DBC・IBC 交流の促進 
    〇部⻑公式訪問および通常例会への出席 

４．部⾏事予定  

5 ⽉ 30 ⽇(⼟) 六甲部準備役員会 
7 ⽉ 18 ⽇(⼟) 第 1 回 評議会開催 
11 ⽉ 22 ⽇(⽇) 神⼾ YMCA チャリティーラン開催 
11 ⽉ 28 ⽇(⼟) 六甲部部会・EMC シンポジウム開催  
１⽉ 16 ⽇(⼟) YYY フォーム開催 
３⽉ 13 ⽇(⼟) 第 2 回 評議会開催 

５．部⻑訪問予定⽇ 
     神⼾クラブ：7 ⽉ 14 ⽇    宝塚クラブ：7 ⽉ 8 ⽇ 
  ⻄宮クラブ：9 ⽉     神⼾学園都市クラブ：9 ⽉ 
  神⼾⻄クラブ：7 ⽉ 21 ⽇(⼊会式)   芦屋クラブ：7 ⽉ 15 ⽇ 
  神⼾ポートクラブ：7 ⽉ 1 ⽇(⽔) 
６．その他の計画・特記事項 
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2026-2027 年度会計予算案 

 

 

 

 

 

 

未承認 

後日精査の上提案 
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2026-2027 年度 六甲部・神⼾ YMCA ⾏事 

2026 年 
7 ⽉ 

 
 

8 ⽉ 
 

9 ⽉ 
 

10 ⽉ 
 
 
 
 
 

11 ⽉ 
 
 

12 ⽉ 
 

 
4 ⽇(⼟)プラネタリウム上映会「LIFE」(神⼾：地域奉仕事業) 

18 ⽇(⼟) 六甲部第 1 回評議会 
 
22 ⽇(⼟)真⽣塾納涼⼤会（神⼾ポート：地域奉仕事業） 
 
 
 

3 ⽇(⼟)    ちとせ幼稚園運動会 
6 ⽇(⽕) 専⾨学校⽇本語学科⼊学式 

17 ⽇(⼟)ワイワイまつり学園都市会館 
17 ⽇(⼟)    ⻄宮 Y 保育園運動会 
24 ⽇(⼟)     三宮会館秋まつり 

 
7 ⽇(⼟)  ⻄宮わいわいカーニバル 

22 ⽇(⽇)神⼾ YMCA チャリティーラン（ALL 六甲部：Y サービス） 
28 ⽇(⼟)六甲部部会（ALL 六甲部） 
 5 ⽇(⼟)宝塚市⺠クリスマス（宝塚：地域奉仕） 

13 ⽇(⽇) 街頭募⾦活動（⾒込み） 
 

2027 年 
1 ⽉ 

 
２⽉ 

 
3 ⽉ 

 
4 ⽉ 

 
5 ⽉ 

 
6 ⽉ 

 

 
16 ⽇(⼟)YYY フォーラム（ALL 六甲部：Y サービス） 

 
24 ⽇(⽔)   ピンクシャツデー 

 
18 ⽇〜21 ⽇きらりと輝くアート展（ALL 六甲部：地域奉仕） 
20 ⽇(⼟)六甲部第 2 回評議会 
??⽇ ウィーク４Waste 
24 ⽇(⼟)被災地⽀援チャリティーコンサート（神⼾ポート：地域奉仕） 
 
 
5 ⽇(⼟)東⽇本区⼤会（札幌） 

12 ⽇(⼟)⻄⽇本区⼤会（⼤津） 
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YMCA サービス・ユース事業⽅針・事業計画 

作成年⽉⽇６⽉ 30 ⽇ 
Y サ・ユース事業主査 濵瀬 真知子（芦屋）  

１．事業主題 
「YMCA と共に！ユースと共に！」 

 
※YMCA のプログラムを理解・尊重し、協働事業を推進 
※各部における、テーマを具体化した YYYフォーラムの開催 
※YMCA とワイズメンズクラブとのパートナーシップを醸成 
※Yサ献⾦⽬標の達成 
※ Y' s SDGs Youth Action 2026J の評価反省 

  ２．事業⽅針 
 ⑴ ⽇常の YMCA 活動やプログラムを理解し、協働の芽を育む 
    ⑵ YMCA とワイズメンズクラブとのパートナーシップを強化する 
    ⑶ YMCA に関わるユースとの交流をはかる 
 

３．事業計画 
   ⑴ YMCA スタッフを例会に招待し、共に語り合う機会をもつ 
   ⑵ YYY フォーラム、チャリティーラン等に参画し、協働体制を作る 

⑶ YMCA施設（幼稚園、保育園、こども園含む）に絵本や教材等を提供する 
⑷ YMCA ⽀援としてベルマーク活動をすすめる 
⑸ 活動時に⾝近なユースの協⼒を仰ぐ。(チャリティーラン等) 

 
４．第 30 回⻄⽇本区⼤会における表彰基準 

     ＜YMCA サービス事業＞ 
(l) Y サ献⾦優秀クラブ:100%達成したクラブ 
(2) Y サ事業最優秀クラブ:Y サ事業において最も模範的に活動したクラブ 
(3) YMCA ⽀援優秀クラプ:YMCA ⽀援を積極的に⾏ったクラブ 
＜ユース事業＞ 
(1)ユース献⾦優秀クラブ:ユース献⾦⽬標を 100% 以上達成した上位 10 ~ 15 クラブ 
(2)ユース事業⽀援優秀クラブ.ユース事業⽀援を積極的に⾏ったクラブ 
(3)ユース事業最優秀クラブ:ユース事業において、他の模範となる積極的な活動を⾏った 

クラブ 
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地域奉仕・環境事業⽅針・事業計画 
作成年⽉⽇６⽉ 30 ⽇ 

地域奉仕・環境事業主査 幸⽥ 兵衛（神⼾ポート）  
１．事業主題 

   地域活動を通して、より多くのワイズファンを獲得しよう。 
  ２．事業⽅針 
   メンバー各⾃が地域社会と密接な関係づくりを推進し、 
   ワイズの楽しさを、より多くの⼈に知ってもらう。 

３．事業計画 
   1）クリーン作戦（落書きを消す？ゴミ拾い？4 ⽉Week4W） 
   2）きらりと輝くアート展（3 ⽉） 
   3）献⾦⽬標の達成 
   4）各クラブ⾏事の推進 

４．第 30 回⻄⽇本区⼤会における表彰基準 
   １）CS献⾦ベスト１０（１⼈当たり平均）⽬標：１，０００円/⼈ 
   ２）TOF献⾦ベスト１０（１⼈当たり平均）〃  :  ５００円/⼈ 
   ３）FF献⾦ベスト１０（１⼈当たり平均） 〃    :   ３００円/⼈ 
     ４）RBM 献⾦ベスト１０（１⼈当たり平均） 
     ５）４種献⾦オール１００％達成賞 
   ６）RBM に関連した事業を実施したクラブ 
   ７）地域奉仕・環境事業で顕著な取り組みを実施したクラブ 

＊１）−３）の３献⾦１００％達成を要件とする） 
５．事業委員会 

   メンバー：事業主任 東菜保⼦（熊本にし） 
 計画（事業、予定等） 

１） ２０２７年４⽉ 
２） ２０２７年 3 ⽉ 
６．予算（経費） 

    1） １万円 2）4万円(各クラブ 5,000円の⽀援) 
７．その他 
１） YMCA の協⼒を得て、⾏っていく。 
２） きらりと輝くアート展は、継続の⽅向で次期へつなぎたい。 
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EMC 事業⽅針・事業計画 
作成年⽉⽇６⽉ 30 ⽇ 

EMC 事業 主査 多胡 葉⼦（宝塚）  
１．事業主題 

ワイズの輪を楽しく広げよう 
 
  ２．事業⽅針 
     ・各クラブの例会の充実を推奨 
       ・他クラブの例会および⾏事などに積極的に参加を進める 
       ・六甲部全体でメンバー増強につながるような⾏事を考える。 
  ３．事業計画 
   ・六甲部部会にて EMC シンポジウムの実施（11 ⽉ 28 ⽇） 
       ・昨年度に引き続き六甲部主査・クラブ会⻑と共に交流の輪が広がる 
        ⾏事を⽣み出す。 
       ・各クラブメンバーの退会者を極⼒なくし⼀⼈でも⼊会者を⼊れる努⼒を 
        する。 
       ・2026~2027 EMC調査集計表の集約 
       ・六甲部各クラブ⼊会式に参加 
  ４．第 30 回⻄⽇本区⼤会における表彰基準 
     １、EMC 事業最優秀クラブ賞 
       ２、EMC 事業優秀クラブ賞 
       ３、ノンドロップクラブ賞   
       ４、年間出席率 90％達成クラブ賞 
       ５、⻘年会員ならび⼥性会員獲得賞        
       ６、YES献⾦⽬標達成クラブ賞 
       ７、EMCパートナーズ賞（個⼈） 
       ８、優秀活動報告賞 
  ５．事業委員会 
   メンバー： 神⼾クラブ      ⻄宮クラブ      神⼾ポートクラブ 
         神⼾⻄クラブ     学園都市クラブ    芦屋クラブ 
         宝塚クラブ：⻑尾 亘 
      
 計画（事業、予定等） 
    献⾦⽬標   YES（Yʼs Extension Support) 献⾦  ⼀⼈当たり ５００円 
  ６．予算（経費） 
     活動費として  10,000円 プラス α 

1.その他 
          ・六甲部全体の事業を考えたいと思うので、その時の予算を計上したい。 
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国際・交流事業⽅針・事業計画 
作成年⽉⽇６⽉ 26 ⽇ 

国際・交流事業主査 ⼭根 泉（神⼾）  
１．事業主題 

始めよう交流！ そして 楽しもう交流！ 
 
  ２．事業⽅針 
      国内外に沢⼭の仲間を作りましょう。 
        元気の源は、交流にあり。 
 
  ３．事業計画 

    恒例の納涼例会はスーパーエルニーニョ予報の為中⽌ 
        今期は六甲部合同新年会＊(議案)を開催する。（詳細は事業委員会で決定） 
 
  ４．第 30 回⻄⽇本区⼤会における表彰基準 
         ⽬指せ！ IBC・DBC新規締結クラブ賞 
         ⽬指せ！ BF献⾦ 100%達成賞（個⼈⽬標 1,500円） 

昨年は神⼾・⻄宮・神⼾ポート・宝塚受賞 
 
  ５．事業委員会 
         9 ⽉〜10 ⽉に事業委員会を開催 
 
  ６．予算（経費） 
        合同新年会参加費補助 25,000円（⼀⼈ 500円×50名分） 
 

７．その他 
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広報委員会計画 
作成年⽉⽇６⽉ 30 ⽇ 

広報委員⻑ ⼩野 勅紘（⻄宮）  
１．主題 

    

   六甲部の活動が見える化出来る広報活動 

 
  ２．事業⽅針 
 

   六甲部各クラブの例会の活性化を図り、楽しく充実した例会へ 

 
  ３．事業計画 

   １．毎月の例会案内の継続と充実化 

   ２．EMC 事業との連携による会員増強 

  ４．第 30 回⻄⽇本区⼤会における表彰基準 

   各クラブのブリテンの公開 

  ５．事業委員会 

   メンバー：各クラブの広報委員さん 

 計画（事業、予定等） 

 

  ６．予算（経費） 

 

７．その他 
 
 
 
 
 
 
 
 



 15 

会⻑⽅針・活動計画 

神⼾クラブ会⻑：美崎 晋 
１．会⻑主題 

交流を活性化し、楽しく、幅広く奉仕活動を⾏おう！ 

 
２．活動⽅針：  

(ア) 神⼾クラブの新たな「顔作り」「ブランディング」を意識して活動する。 
(イ) YMCA との協働を計り、ユースの⽀援を継続する。 
(ウ) 地域奉仕として、ユース⽀援のみならず⾼齢者やシングルマザー、貧困問題
等、社会的弱者に対した幅広い⽀援を⾏う。 

(エ) 新しいメンバーの拡充に努める。 
 
３．活動計画 

① 地域の⽅々に活動を知ってもらうために、街頭募⾦活動やシアターイベントなど 
「⾒える」活動に⼒を注ぐ。 

② YYY フォーラムにおいて、ユース、リーダーの参加者の増加に努め、ひいては将 
来のクラブ会員増加への礎とする。 

③ ブランディングを意識した例会づくり ： 今後の神⼾クラブのブランディングに 
向けたゲストスピーカーの招へいにより、広い視野で知⾒を得、オリジナリティの 
ある例会にする。 

④ 例会、ファンド事業、イベントを通じて活動の魅⼒を知っていただき、新しいメ 
ンバーを迎え⼊れることに⼒を注ぐ。 

 
４．その他 
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会⻑⽅針・活動計画 
⻄宮クラブ会⻑ 万本 敬⼀ 

１．主題 
明るく元気にクラブ活動を楽しもう！ 

２．活動⽅針 
LINEグループを活かして、「報」・「連」・「相」を⼤事にして、お互いの考え⽅や意⾒の違 
いを尊重した上で、積極的に提案し合える環境作り！ 

３．活動計画 
①ＹＭＣＡサービス・ユース事業（Ｙサ事業とユース事業は兼務）： 

⻄宮ＹＹこどもカーニバルへの奉仕と協働（１０⽉〜１１⽉）、ファミリーＰ（現在中断中）、 
チャリティラン（１１⽉）、ＹＹＹフォーラム（１⽉〜２⽉）、新職員歓送迎懇親会（４⽉）、 
ユースとの交流⽀援、ＬＤ教育⽀援と継続、全国リーダー研修会や⽇本語スピーチコンテス 
トへの⽀援、ラオス・タイキャンプ⽀援？など各種⽀援と積極的な参加協⼒               

 ②ファンド事業： 
  じゃがいもファンド（１０⽉）、⽟ねぎファンド（5 ⽉）や各種のファンド事業活性化で、 

ＹＭＣＡ，⻄⽇本区、六甲部、やクラブ財政の⽀援、ＴＯＦとＦＦ、各種ファンド 
③地域奉仕・環境事業： 

  前年度同様「きらりと輝くアート展」などの⽀援を継続、⻄⽇本区や六甲部を通じての地域 
奉仕・環境事業への積極参加と協⼒ 

④ＥＭＣ事業： 
  過去６年間の会員増強（０⼈）を顧みて対策と⽅針の⾒直し→以前からのリーダーＯＢＯＧ 

からの会員増強を⾒直して、⼀般ビジネス界との⼈的交流を図りたい、宝塚クラブのアソシ 
エ会員制度の研究と導⼊模索、リーフレットの増刷と各Ｙ施設に配布 

⑤国際・交流事業： 
  ユースとの交流から会員増強のＥＭＣ事業との連携を模索して各種の交流事業を活発化（Ｄ 

ＢＣ、各部部会等、２年後の広島・近江⼋幡とのＤＢＣ合同８０周年記念例会の準備開始）、 
ホームパーティ例会の導⼊（前期の経験から）やカラオケ・チャリティゴルフなどの開催（近 
隣クラブと協働）、納涼例会やクリスマス例会（ゲストの勧誘）、毎⽉のドラバー制の⾒直し 
（組み合わせと会員減対策など） 

⑥メネット事業： 
今回よりメネット事業は上記のいずれかの事業と関連して活動する意味で単独での担当を 
廃⽌した。（上記の事業全てにメネットも⼀緒に活動継続） 

５．その他の計画・特記事項 
各種イベントにおいて、ワイズのリーフレットを活⽤しイベント毎にＰＲに努める姿勢。きら

りと輝くアート展でもワイズ勧誘を⼿掛ける。こども⾷堂への⽟ねぎ、じゃがいもの贈呈等 
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会⻑⽅針・活動計画 
神⼾⻄クラブ会⻑ 岡⼭泰典 

 
１．主題 

「 ともに、いっしょに 」 
“ With！Together！ “ 

   
２．活動⽅針 

① 神⼾ YMCA と共に歩む。 
② ⻑⽥地区を中⼼に地域団体と共に社会貢献活動を⾏う。 
③ 例会に知⼈・友⼈等を招き、楽しく有意義な時間を共に過ごす。 
 

３．活動計画 
① 神⼾ YMCA主催の⾏事、諸活動に積極的に参加協⼒する。 
② 「福祉の町、⻑⽥」にある諸団体と連絡を取り、地域の社会貢献活動を共に進める。 
③ いのちの電話、家庭養護促進協会、WACCA（シングルマザーとその⼦どもたちを⽀

援する会）の活動を引き続き⽀援する。 
④ リーダーOB・OG,YMCA 理解者、地域活動関係者などへ働きかけ、会員増強へ繋げ
る。 

⑤ クラブの活動が今後も続けていけるようにファンドを増強する。 
 

４．⾏事予定  
７⽉ キックオフ １⽉ 新年会 
８⽉ 納涼例会 ２⽉ 講演会 
９⽉ ユースワーカーから学ぶ（今井直⼈⽒） ３⽉ 神⼾いのちの電話⽀援 

１０⽉ じゃがいも例会 ４⽉ 家庭養護促進協会⽀援 
１１⽉  ５⽉  
１２⽉ WACCA ⽀援、たかとり児童館クリスマ

ス会⽀援、神⼾国際⼤運動会⽀援 
６⽉  

 

４． その他の計画・特記事項 
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会⻑⽅針・計画 
                     神⼾ポートクラブ会⻑ ⽥代 雅彦 

１．会⻑主題 
Let's enjoy creating！ 

出会い、つながり、学びあう機会を楽しんで創造しよう。 
 

２．活動⽅針 
(1) クラブメンバーの持ち味を発揮できる機会と活動を推進。 
(2) 神⼾ YMCA との協働を促進しクラブの魅⼒を外部に発信。 
(3) ワイズ理念・クラブ会則への理解を深め能動的に活動。 
(4) 環境、⽂化、安全への意識を⾼め、⾃分たちにできる貢献を具現化。 
(5) クラブの活性化を通じてメンバーのやり甲斐とワイズの発展につなげる。 
 

３．活動計画 
(1) クラブメンバー個々の特性を⽣かした学びと親睦の企画を⽴案・実施する。 
(2) 神⼾ YMCA スタッフ、留学⽣、ユースとの交流を企画・実施する。 

     （例会への招待やフォーラム後の親睦、会⾷等） 
(3) ワイズ理念を毎例会にて学ぶ機会を持ち具体的な活動を⽴案・実施する。 
(4) 卓話に環境・⽂化・安全の維持保全に資する講話を企画する。 
(5) 新⼊会 3名以上を⽬標（1⼈が 1名を⼼がける） 
クラブ活動の⼝コミＰＲ、ゲストを増やす。 

    クラブメンバーが、⼊会候補者について情報を共有する。（協同作業） 
(6) SNSやチラシ等による広報活動を強化。名刺などQRコードの使⽤など各⾃名刺を 
⼯夫。 
 

４．特記事項  
＜2026-2027 年度例会開催⽇時＞ 
第 1 例会         ：第 1 ⽔曜⽇ 18:30〜20:20  於）神⼾ YMCA  
第 2 例会（事務例会） ：第 2⽊曜⽇ 19:30〜21:00  リモートにて開催    

 
＊2028 年５⽉ 8 ⽇：神⼾ポートクラブチャーター40周年記念例会に向けて 
 2026 年後半より準備開始                                                              

 
５．その他 
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会⻑⽅針・計画 
                     宝塚クラブ会⻑ 福⽥ 宏⼦ 

１．会⻑主題 
「⾒つけよう。つながろう。よくなっていこう。」 
 現在、私たちのクラブは会員の⾼齢化という⼤きな課題に直⾯しています。この現況を打破し、クラ
ブの持続可能性を維持するためには、次世代（ユース）との接点を広げ、組織に新しい⾵を吹き込むこ
とが不可⽋です。 
 そこで、私は今年度のテーマとして、YMCA のスローガンを基にした 
「みつけよう。つながろう。よくなっていこう。」を掲げます。 
この主題のもと、具体的な４つの⽅策を展開してまいります。 
 

２．活動⽅針 
第１の⽅策： 近隣⼤学の学⽣ YMCA サークル流学 Y）との連携 
      若い世代の柔軟な発想やエネルギーをクラブ活動に迎え⼊れ、共に奉仕活動を企画・ 
      運営することで、ユースにとっての魅⼒的な実践の場を提供します。 
第２の⽅策： YMCA 活動を経験した OB・OG の発掘 
      かつてリーダーやキャンプなどで活躍し、現在は社会⼈となっている⽅々とのつながりを 

再構築します。彼らの経験と知恵は、私たちの活動をさらに豊かにする原動⼒となるはず 
です。 

第３の⽅策： 公⽴中学校の部活動地域移⾏への⽀援 
      部活廃⽌に伴う受け⽫として、地域の⼦どもたちが安⼼して活動できる場や機会を提供し 

たいと思います。これは、ワイズメンズクラブが地域社会の切実なニーズに応え、次世代 
育成に直接貢献する絶好の機会です。 

第４の⽅策： ワイズの⽬を世界に向ける活動の推進 
      ワイズメンズクラブ・インターナショナル（YMI）の諸施策に関⼼を持ち、その国際的な 

活動に積極的に参加します。地域に根ざしつつ、世界ともつながる視野を育むことは、若 
い世代を惹きつけるクラブの⼤きな魅⼒となります。 

３．活動計画 
① 次代を担う若者の育成 
あ）地域の学 Y と連絡して特別例会を企画する 
い）余島活動経験者に呼びかけ。彼らの知恵を拝借 

② 公⽴部活動の廃⽌と地域移⾏の課題を共有し、可能な⽀援を⾏う 
③ YMIの動向に関⼼を持ち、関連する活動に参加する 
④ クラブの中期的な課題を元に、創⽴ 40周年記念事業を企画する 

４．特記事項  
５．その他 

① 各事業員は上記の い）を考えて、各⾃の計画を反映する 
② 毎⽉の第⼆例会で、各⾃の進捗状況を報告する 
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会⻑⽅針・計画 
                     神⼾学園都市クラブ会⻑ 柴⽥ 昌⼀ 

１．会⻑主題 
  

   「考えるより、まず行動！」  
 

２．活動⽅針 

   会員増強し、クラブの再⽣への道を開き、学園都市らしい地域奉仕が 

  スムーズに出来るようにしていく。 

 
３．活動計画 
 

  地域奉仕活動を促進していく。（地域での全体清掃活動、地域での音楽 

  活動を支援していく。（公開例会の開催を３～４回程度実行する。） 

 

  西神戸 YMCA 学園都市での活動（わいわいまつり）を支援し、ユース 

との交流を深める。 

 

  神戸 YMCA での行事、チャリティーラン、YYY フォーラム活動・募金活動 

  支援を積極的に行う。 

 

 
４．特記事項  

 
                                                            
 
５．その他 
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会⻑⽅針・計画 
                     芦屋クラブ会⻑ 福原 吉孝 

１．会⻑主題 

楽しくなければワイズではない・明るく賑やかに活動しよう 

 
２．活動⽅針 
   ７⽉：キックオフ例会  

メンバースピーチ：島⽥ワイズの講演＜世界情勢とワイズ活動について＞ 
   ８⽉：六甲部納涼⼤会 ⻄宮クラブと共同開催する。 
  ９⽉：防災講座 地震に備えて命と暮らしを守るための学習 
       防災⼠ 京⾕ 隆司様（⼤阪市） 

１０⽉：移動例会 （予定） 
       酒蔵巡り＜浜福鶴、特に福寿の⾒学と会⾷＞ 

１１⽉：ゲスト卓話（予定） 
        テーブルマジックとマジックの秘密について 

１２⽉：クリスマス例会 
       六甲部の皆様と美味しい料理を囲み懇親する 

   １⽉：新年例会 芦屋クラブ、各メンバーの活動と感想による情報交換   
２⽉：留学⽣交流会  

アジア各地からＹＭＣＡに留学している学⽣との楽しい交流 
３⽉：未定 講師による勉強会 
４⽉：さくら祭り参加 芦屋川にてチヂミの販売 

   

３．活動計画 
   ３⽉、５⽉、６⽉の第⼀例会の内容は未定であり第⼆例会にて検討する。 

 
４．特記事項  
 ４⽉開催のさくら祭りのチヂミ販売は、２６年度はみどり作業所と共同で実施したが、 

今後の開催についてみどり作業所の意向を確認して検討する。 

 
５．その他 
   留学⽣交流会に参加する学⽣に好評で、楽しいゲーム、演奏により賑やかで、笑いで盛り上がる。年々

参加学⽣が増え、特にミャンマーの学⽣が多くなっている。 
芦屋クラブのメンバーも元気で明るい若者との交流を楽しみにしている。 

 
 



 22 

 2026 年７月３日 

六甲部長 杉本 隆人 様 

提案者 六甲部部長 

氏 名 杉本 隆人 

第１回 六甲部評議会 議案書 

【第１号議案】 承認済み 

議案名 

2026-2027 年度六甲部書記、会計、監事、事業主査の就任の件 

内容 

  部則第５条（運⽤のガイドライン１．）に基づき下記 2026-2027 年度六甲部 
次期部⻑：桑野友⼦（芦屋）、書記：⼤野勉（神⼾ポート） 

会計：⼭根泉（神⼾）、監事：⼩野勅紘（⻄宮） 
Y サ・ユース事業主査：濵瀬 真知⼦（芦屋）、 
地域奉仕・環境事業主査：幸⽥兵衛（神⼾ポート） 
EMC 事業主査：多胡葉⼦（宝塚）、 
国際・交流事業主査：⼭根泉（神⼾） 
就任の承認を求めます。 

理由 

 部則第５条（運⽤のガイドライン１．）に基づく 

【提出期限】 ６月 30 日（必着） 複数の議案を提出する場合はこの用紙をコピーしてお使いくださ

い。 

開催日：2026 年 7 月 18 日～ 会場：神戸 YMCA 三ノ宮会館 チャペル 

 
 2026 年７月８日 

六甲部長 杉本 隆人 様 

提案者 神戸西クラブ 

太田厚三郎ワイズ 

第１回 六甲部評議会 協議案書 

【第１号協議案】 

議案名             六甲部部則改正の件 

内容 

  2026 年 3 ⽉の六甲部第 2 回評議会で提案した六甲部部則改訂にあたって、各ク
ラブからの意⾒がありました。それらを取りまとめながら検討を重ねているところで
す。 
 今回は、次ページのように経過報告の形で提案させていただき、みなさんの意⾒を
お受けしたいと考えます。 

 

理由 

 部則第５条（運⽤のガイドライン１．）に基づく 

【提出期限】 ６月 30 日（必着） 複数の議案を提出する場合はこの用紙をコピーしてお使いくださ

い。 

開催日：2026 年 7 月 18 日～ 会場：神戸 YMCA 三ノ宮会館 チャペル 
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2026 年 6 月 30 日 

六甲部長 杉本 隆人 様 

提案者六甲部書記 

氏 名 大野 勉   

第１回 六甲部評議会 議案書 

【第２号議案】承認済み 

議案名 

2026-2027 年度六甲部各事業⽅針・活動計画の承認の件 
内容 

 各事業主査および広報委員会委員長から提案のあった方針・活動計画について、 

 １．Yサ・ユース事業 

  ⑴絵本プロジェクト（各クラブより 10,000 円の協力金） 

 ２．地域奉仕・環境事業 

  ⑴きらりと輝くアート展＠兵庫県立神戸生活創造センター：2027 年 3 月 18 日(木)〜21 日

(日) 

   （各クラブより 5,000 円の協力金） 

 ３．EMC 事業 

  ⑴部会開催日に EMC フォーラム開催 

  ⑵各クラブの行事に対してできるだけ部を挙げて応援・協力を行う。 

 ４．国際・交流事業 

  ⑴六甲部合同新年会の開催：YYY フォーラム：2027 年 1 月 16 日(土)の後 

   （夏の納涼例会から移行） 

 ５．広報委員会 

  ⑴六甲部各クラブ例会スケジュール表の活用（前月中に作成・発信） 

理由 

 各事業主査・委員会委員長から報告のあった通りの趣旨によります。 

 

2026 年 7 月 13 日 

六甲部長 杉本 隆人 様 

提案者六甲部会計 

氏 名 山根 泉 

第１回 六甲部評議会 議案書 

【第３号議案】保留 

議案名 

2026-2027 年度六甲部会計予算を承認する件 
内容 

 部会計より提案のあった 2026-2027 年度予算案の承認を求めます。 

  

理由 

 部会計の提案のとおりです。 
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2026 年 7 月 18 日 

六甲部長 杉本 隆人 様 

提案者六甲部会計 

氏 名 杉本 隆人 

第１回 六甲部評議会 議案書 

【第 4 号議案】部長より緊急提案あり、山根会計のセコンドにより議案とする。 

承認済み 

議案名 

2026-2027 年度メネット事業を廃⽌する件  
内容 

 今期よりメネット事業は事業としては廃止する。 

  

理由 

 メネット事業で⾏われていた活動は、Yサ・ユース事業に移管するため。 
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六 甲 部 部 則 
第１条（名称） 
   この組織は、ワイズメンズクラブ国際協会（以下、国際協会と称す）⻄⽇本区に所属する  
   六甲部（以下、部と称す）と称する。  
第２条（⽬的） 
   ①部は国際憲法および⻄⽇本区定款を遵守し、その⽬的を成就させるためにある。 
   ②部の活動は、国際憲法、⻄⽇本区定款、その他諸規則によるほか、この六甲部部則による。 
第３条（構成員） 
   部は国際協会⻄⽇本区六甲部に所属する各ワイズメンズクラブをもって構成する。  
第４条（部役員） 
   部に部⻑、次期部⻑、直前部⻑、書記、会計および監事１名をおく。 
第５条（部役員の選出） 

ʻ①部⻑は原則として各クラブの輪番制とする。部⻑には前年度の次期部⻑が就任する。  
ʻ②次期部⻑には、次期における次期部⻑（以下、次々期部⻑という。）が就任する。 

次々期部⻑は部⻑に就任する１年以上前に開催される評議会において部⻑の推薦を受け、承認を得  
て選出される。 

   ③部の書記、会計は部⻑が任命し、評議会の承認を得る。 
   ④部の監事は、原則として部⻑経験者の中より部⻑が任命し、評議会の承認を得る。  
   （運⽤のガイドライン） 
    １．書記・会計・監事・事業主査・委員⻑は、期⾸（７⽉に開催）の評議会で承認を受ける。 
    ２．次々期部⻑は、期中（３⽉に開催）の評議会で承認を受ける。 
    ３．通常の部⻑選出は各クラブの輪番制で⾏うが、当該クラブに部⻑後任者が選出できない場合は、 
       部⻑が指名委員会を招集し、その委員会において次々期部⻑を選任する。 

ʻ４．部⻑ならびに事業主査・委員⻑の輪番は、原則として内規の輪番表により受け継ぐこととする。  
なお、⽴候補の場合は、指名委員会に諮り決定する。事情により輪番が受けられない場合は、指名委  
員会の承認を得て先送りすることを認める。但し、1 年後には輪番を受けることが出来るよう体制を⾒直すこととし、翌年は先送りした輪番に戻る。（先送りして輪番を受けたクラブは、その順は輪番を担ったことになる。）  

    ５．指名委員会は、部役員並びに各クラブ会⻑とする。 
第６条（部役員の任期） 
   部役員の任期は、毎年７⽉１⽇より翌年６⽉３０⽇迄とする。 
第７条（部役員の任務） 
   ①部⻑は部を代表し、部運営を統括し、部会・評議会・役員会を招集する。 
    部⻑は他部との情報交換に努め、各クラブを訪問して適切な助⾔を⾏う。  
   ②次期部⻑並びに直前部⻑は、部⻑に協⼒し、部⻑の委任あるいは部⻑に事故あるときは部⻑任務を 

代⾏する。 
   ③書記は、 
    １．評議会、役員会等の議事録をとり、必要あるときはこれを印刷、配布する。 
    ２．⻄⽇本区並びに部内の情報をクラブ員に浸透させ、部内の理解を深めるために部⻑を  
      補佐して部報を発⾏する。  
    ３．部としての必要書類の綴りを整理保管し、これを後任者に引き継ぐ。  
   ④会計は、部内通常会計の全般を統括し、評議会において会計報告を⾏う。  

① 監事は、部の収⽀決算報告書を監査し、評議会において報告する。 
 

第８条（主査の選出と任務） 
   ①各事業主査は、各クラブ会⻑の推薦により、部⻑が任命し評議会の承認を得る。 
   ②各事業主査は、部⻑および⻄⽇本区事業主任に協⼒し、担当事業部⾨の活動を推進する。  
第９条（会合） 
   ①評議会 
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    １ 部の最⾼決議機関として評議会を置く。評議会は年２回以上開催する。  
    ２ 評議会は六甲部の各クラブメンで構成される。  
    ３ 評議会の議決を要する事項 
      イ 事業計画および収⽀予算の決定および変更  
      ロ 事業報告および収⽀決算報告書の承認 
      ハ 次期部⻑および次々期部⻑の選出と書記・会計・監事ならびに各事業主査の承認 
      ニ 部則の改正、諸規則の制定・改定および廃⽌ 
      ホ その他地区に必要な事項  
    ４ 評議会は、構成員の３分の１以上の出席により成⽴する。  
    ５ 議決は、出席構成員の過半数をもって成⽴する  
    （運⽤のガイドライン） 
     評議会には、ワイズメンズクラブについての理解を深め、その活動を活性化するために、全てのワイズメン・ 

メネット・コメットの出席を求める。 出席者は意⾒を述べることが出来る。 
     評議会参加者は「第２条 ⽬的」に鑑み、議決にあたるときは公平で、なおかつ他を思いやる⼼を持って 

議決にあたらなければならない。 
   ②役員会 
    １ 役員会は部運営の執⾏機関である。 
    ２ 部⻑は、必要に応じて部役員・各事業主査・各クラブ会⻑の出席する役員会を開催することが出来る。  
   ③委員会 
     部⻑は必要に応じて随時、委員会を設置することが出来る。  
   ④部会 
     １ 部会は部⻑の招集により、部内の親睦と研鑽を図る⽬的のために年１回以上開催する。  
     ２ 部会ホストクラブは部⻑の指揮により部会開催の全てを運営する。 
     ３ ホストクラブは部会登録費等をもって部会⼀切をまかない、部会終了後速やかに会計報告を⾏う。 

部会ホストクラブは原則としてホームクラブとする。  
第１０条（会計） 
   ①部の会計年度は毎年７⽉１⽇に始まり翌年の６⽉３０⽇に終わる。  
   ②部の財政は部所属会員の負担する部費並びに⻄⽇本区より⽀出される部助成⾦をもってまかなう。 

③部の収⽀予算は各会計年度に部⻑が評議会に予算案を提出する。  
ʼ④会計は会計年度末に会計報告書を作成し、監事の監査を受け、評議会の承認を受けなければならな 
い。 

第１１条（附則） 

部長ならびに事業主査の輪番は、原則として内規の輪番表により受け継ぐこととする。なお、立候補の場合、役員会に諮り決定する。事情により輪番が受けられない場合は、評議会にて承認を得て先送りすることを認める。但し、１年後には輪番を受けることができるよう体制を見直すこととし、翌年は先送りした輪番に戻る。（先送りして輪番を受けたクラブは、その順は輪番を担ったこととなる。）  

                                               ２００２年７⽉１３⽇ 制定 
                                               ２００６年３⽉１１⽇ 改定 
                                               ２０１５年３⽉ 21 ⽇ 改定  
                                          ２０１６年６⽉ 18⽇ 第 11 条改定  
                                     ２０21 年 7⽉ 31 ⽇ 第 5条ガイドライン改定 
                                               ２０２3年３⽉１８⽇ 改定  
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六甲部役員活動費等の内規 
次の案件について六甲部費から当該⾦額を補助する。 
１）六甲部部⻑に関する費⽤ 
⻄⽇本区役員会登録費  
◇第1 回役員会 （7 ⽉） 実費 
◇第2 回役員会 （11 ⽉） 実費 
◇第3 回役員会 （4 ⽉） 実費 
◇次期役員研修会（10 ⽉） 実費 
但し、第4 回役員会（6 ⽉）は⻄⽇本区⼤会と同時開催につき除外する  
２）次期六甲部部⻑に関する費⽤ 
⻄⽇本区役員会登録費  
◇次期役員研修会（10 ⽉） 実費 
◇次期会⻑・主査研修会（3 ⽉） 実費 
◇⻄⽇本区第1 回準備役員会（4 ⽉） 実費 
但し、第2 回準備役員会は⻄⽇本区⼤会と同時開催につき除外する 
３）次期六甲部部⻑キャビネットに関する費⽤ 
◇次期六甲部書記、次期六甲部会計の⻄⽇本区役員会登録費 
◇次期会⻑・主査研修会（3 ⽉） 実費×2 ⼈  
４）４事業主査及び広報委員⻑ならびにメネット委員⻑の活動費 
⾒積り⾦額10,000 円×5名 = 50,000 円 
事業主査が企画、⽴案し、部⻑が承認した事業に関し補助を⾏う。⾒積もりを超えた場合は部⻑判断  
で活動費の補助を⾏う。 
５）第1 回部⻑訪問時の例会会費を、３名まで訪問クラブは負担する。  
６）⼊会式などに招請した役員の例会会費は、招請クラブが負担する。  
○運⽤のガイドライン  
⻄⽇本区より⽀給される六甲部部⻑活動費40,000 円は六甲部会計に納⼊する。  
 
【六甲部 部⻑、主査 輪番表】 
※部⻑輩出クラブは当年度に限り、無役とする。 

○表⽰は事業主査（⻄⽇本区の事業主任と連動）、※表⽰は委員会委員⻑（六甲部独⾃） 
2019 年7 ⽉ 6 ⽇改定 
2020 年３⽉ 20 ⽇改定 
2023 年６⽉３0 ⽇改定 

 

輪番制役職名/年度 2020-21 2021-22 2022-23 2023-24 2024-25 2025-26 2026-27 2027-28 2028-29 2029-30 
六甲部部⻑ さんだ 

安⾏英⽂ 
ポート 
⼤野智恵 

宝塚 
若林成幸 

神⼾ 
井出浩 

⻄宮 
⼩野勅紘 

神⼾⻄ 
柳 敏晴 

学園 
杉本隆⼈ 

芦屋 
 

ポート 
 

宝塚 

同 次期部⻑ ポート 宝塚 神⼾ ⻄宮 神⼾⻄ 学園 芦屋 ポート 宝 塚 神⼾ 
○Yサ・ユース 学園 宝塚 神⼾ ⻄宮 神⼾⻄ 学園 芦屋 ポート 宝 塚 神⼾ 
○地域奉仕・環境 芦屋 神⼾ ⻄宮 神⼾⻄ 学園 芦屋 ポート 宝塚- 神⼾ ⻄宮 
○EMC ポート ⻄宮 神⼾⻄ 学園 芦屋 ポート 宝塚 神⼾ ⻄宮 神⼾⻄ 
○国際・交流 神⼾ 神⼾⻄ 学園 芦屋 ポート 宝塚 神⼾ ⻄宮 神⼾⻄ 学園都市 
※広報委員⻑ ⻄宮 学園 芦屋 ポート 宝塚 神⼾ ⻄宮 神⼾⻄ 学園 芦屋 
※メネット委員⻑ 神⼾⻄ 芦屋 ポート 宝塚 神⼾ ⻄宮     
（ 部 ⻑ 輩 出 ク ラ ブ ）  

無 役 
宝塚 ポート 宝塚 神⼾ ⻄宮 神⼾⻄ 学園都市 

神⼾⻄ 
芦屋 
学園都市 

ポート 
芦屋 

宝 塚 
ポート 


